
当麻寺伽藍 奈良県葛城市所在

　たいまでら
　　　　　ここは近鉄南大阪線の当麻寺駅/正面の山は二上山（にじょうさん）/当麻寺はその南麓の傾斜地に建てられている



　当麻寺駅改札



　　当麻寺案内図

　　　　　←当麻寺駅

当麻寺→



　　　　　ここをまっすぐ行くと当麻寺/電柱の看板に中将餅とあるが当麻寺の中将姫伝説に由来する





　　　　途中にこんなところがある



相撲開祖当麻蹶速の塚/野見の宿禰に敗れたと記されている



　正面の五輪塔が当麻蹶速の供養塔



　　　当麻蹶速の像 　　　当麻蹶速の五輪塔





　　　これはここに設けられた相撲館



参考　1 写真は群馬県藤岡市にある土師神社（どしじんじゃ）社殿で、土師神社の祭神は日本書紀に登場する野見の宿禰で、角力（相撲）が
強かったため相撲の神様とされている



参考　2
　　　前方は土師神社境内にある「土師の辻（相撲辻）」と呼ばれる相撲の土俵



　　　　さて、更に進むと当麻寺奥院の看板も立っている



　　正面に仁王門（東大門）が見えてくる



仁王門（東大門）











　　　　仁王門から境内を見る/正面に見えるのは梵鐘楼



　　振り返って歩いて来た方向を見る



　　　　境内側から見た仁王門





　　　色々な説明板が立っている





　　　境内配置図



　　　　　正面の入母屋屋根の建物は中之坊客殿/その後ろに西塔が見える



　中之坊客殿は数寄屋建築に造詣のあった川上邦基と古代建築に精通した大岡實の設計になり「写仏道場」ともよばれている



　　昭和4年大岡實設計/登録有形文化財（建造物）となっている





　　中之坊入口



　　　　入口を入ると正面に知足庵（茶室）の建物がある



　　その右手を見ると杮葺き屋根の書院、西塔、そして一番右手が本堂となっている



本堂（中将姫剃髪堂）/桃山時代の再建





　　　　　役の行者加持水の井戸



　中将姫誓いの石





　　　茶室塚



　　　　さまざまな石造物がある





　　熊野権現社





　さて、南側に回って庭園を見てみよう



　　この中之坊庭園は大和三名庭の一つ「香藕園」/桃山時代に完成/史蹟と名勝の保存指定をうけている



　　　　　　　書院の茶室双塔庵「丸窓席」/重要文化財





　　　　　池の対岸から書院（重要文化財/桃山時代～江戸時代初期）を見る



　知足庵（茶室）



　　　　さて、正面は庭園側から見た中之坊客殿（松室院）







　　　　　　南側から見たところ





南東側から見る



　　　アップで見る



　　　　最近の屋根改修工事が終わり、綺麗になっている





　　　　換気口







　　　柱脚礎石



戸袋





昭和の初めの改築時に、中之坊で世話になった若い画家たちがお礼とお祝いを兼ねて板絵を格天井にはめ込むことが提案されたそう
で、天井にはそれが見える









　　　　　　東側から見たところ



　　　鬼と懸魚









　　　北東側から見る



　　花頭窓



　　玄関の屋根が切り上がっている



　　　　玄関





　　　　　　北西側から見たところ





　　　こちら側からも天井を見てみる



　　　　　　さて、ここは霊宝院





　　　　　室町時代中期の金銅製宝塔/その塔内には右手のような木造愛染明王像が納められている



　　　　　出土した白鳳時代の瓦



　　さて、正面は本堂（曼荼羅堂）、左手は金堂、右手は講堂



東側から金堂(鎌倉時代前期の再建/重要文化財）を見たところ





　　北側から見る





　　西側から見る



　　斗拱は二手先/中備は間斗束







　　　講堂方向を見る 　　　仁王門方向を見る



　　　　　これは講堂/鎌倉時代末期の再建/重要文化財



　　南側から見る





　　西側から見る



　　　斗拱は平三斗/中備は間斗束







　　　本堂方向を見る 　　　仁王門方向を見る



　　　さて、これが本堂（曼荼羅堂）/平安時代末期改築/国宝



　　　　　北東側から見たところ



　　北側から見る





　　　　　北西側から見たところ



　　　　　北西側から見たところ





　　　　亀腹







　　　斗拱は平三斗/中備は間斗束





　　　　　西側を見る 　　　　　北側を見る



　　　金堂方向を見る 　　　　講堂方向を見る



　　　背後にある閼伽棚（あかだな）



　　本堂から仁王門方向を見る/左手が講堂、右手が金堂



　　　　　　さて、これは講堂から西塔方向を見たところ



　アップで見る



　ここから西塔へ近づく 　　　　　柱間は初重、二重、三重とも三間



　　　　　西塔/平安時代初期の建立と推定される/国宝



　　　　ケヤキ材が使われている



　　　斗拱は三手先/中備は間斗束





こちらは本堂から東塔方向を見たところ



　　アップで見る



　　ここから東塔へ近づく



　　　　　東塔/奈良時代末期の建立と推定される/国宝



　　　　斗拱は三手先/中備はなし



　　　　　ヒノキ材が使われている





　　　柱間は初重は三間、二重・三重は二間









中之坊の庭園から見た東塔 同左



　　　さて、この先に奥院がある



　奥院配置図



　　　　　　　平成の大修理中のようだ/右手は寺務所





　　　　黒門



　正面は大師堂



　大師堂/江戸時代/奈良県指定文化財



　　　納骨堂



　　　鐘楼



　　　　　中之坊や西南院の歴代住職の供養塔が並ぶ





　　さて、これは日本最古の石灯籠/白鳳時代/重要文化財





　　　手前の小さな燈籠の右手にある石は影向石/奥は金堂



　こちらは鐘楼



　　　日本最古の梵鐘/白鳳時代/国宝



　　ここは護念院





　ここは西南院





　ここは千佛院





　　ここは宗胤院



　ここは念佛院



　これは薬師門



　　　　　　さて、ここは薬師堂/室町時代/重要文化財
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